
 
Active!mail の使い方 
（「コンピュータガイド」page 36） 
 
京都産業大学のWeb ページの学内向けホームページにある「Active!mail」と
書かれたリンクをクリックすると、右のような表示になります。 
 
ここでユーザ名とパスワードを指定して「login」をクリックします。（右図では
例として yasuda というユーザ名とパスワード何文字かを入力しています。パ
スワードは入力した文字が黒丸（などの伏せ字）で表示されます。 
 
 
 
 
 
 
うまく login できると右図のようになります。 
 
 
画面上に並んでいるボタンから、  
をクリックすると、下の図のようなウィンド
ウが開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宛先、 
件名、 
本文 
 
を書いて  ボタンをクリックすること
で送信されます。 
 

 をクリックして送信するまえに、
 にチェ

ックがついている事を確認してくだ
さい。控えを手元に残す習慣を付けま
しょう。（後から控えがあった方が良
かったと思っても遅いのです。不要な
控えは後から消せばよいのですから、
まずは控えを取るように。） 

 



 
課題１： 
 
自分宛、または近くの誰かに一通メイルを送り、受信せよ。内容は問わないが、最近の出来事を知人に伝え
るようなつもりで作る。最初に自分の所属、名前を名乗り、相手にわかる文章で書くように。 
受信したメイルを読むには  をクリックして下のような一覧を表示して行う。件名をクリックす
ると本文が読める状態になる。 
 

 
 
課題２： 
 
前回の課題であった、各自の「昨年のベスト５」について、その内容をメイルに移して講師宛に送信せよ。
送信時に  にチェックが入り、手元に保存されていることを確認せよ。講師か
ら修正指示が返ってくる場合があるため、そのときは控えを元に作り直せばよい。 
 
Word とは異なり、体裁は整えられないが、かわりに適度に改行を入れて見やすくするなど工夫すること。
特に一行が長くなり過ぎないように注意。右寄せなどもできないため、空白を多少入れて少し右に寄っているよ
うに見せること。 
 
講師から返信を貰ったら完了。ただし返信として修正指示を受け取ったら出し直すこと。そのために提出後、
返信を待っている間は、数分おきに一度、一覧表示の上にある  アイコンをクリックしてメイルが届いて
いるかどうかチェックすること。Active!mail は新着メイルを自動的に知らせてくれない。 
 
課題３： 
 
別紙の資料のように、何か自分の興味のある事柄について説明している Web ページ、図書館資料などを見
つけ、一部を引用してコメントを載せよ。その場合、出典元のタイトル、筆者、URL を明記すること。これ
は印刷して提出。 
特に題材が思いつかない場合は、先週提出したベスト 5 推薦状や結果報告書に示されていた何かを取り上げ
ると良いだろう。 
 
情報検索については、図書館ページや、コンピュータガイドの「3.3.2 Web ページの閲覧方法」page 30 を
参照してください。URL についてもここに説明があります。簡単には http://... に続く Web ページのアド
レス(場所、識別子)のことです。有名な検索エンジンの一覧もあります。 
 
Logout  
 
操作が終われば、  ボタンをクリックして、終了処理をしてください。これで Login 前の画面に戻
ると思います。 



 
不要なメイルの消去 
 
login して最初に現れる画面（  をクリックしても表示される）には、右図のような「使
用状況」という表示があります。 
 
ここにある許容量と使用量の数字を見比べて、自分のメイルボックスがいっぱいになって溢れない
ように気を付けてください。 
（右例は実習担当教員の数字で、多くの利用者はこれよりぐっと少ない量の利用しかできませんの
でご注意下さい。） 
 
 
不要なメイルを消去する 
 
メイルボックスを溢れさせないために、不要なメイルは消去しましょう。方法は以下のように 2 step で行
います。 

 
 
 メイル一覧表示の左にあるチェック欄で消去する対象をクリックし、
チェックを付ける 
 一覧の上にある消去ボタン（  ）をクリックする 
 右のように確認ウィンドウが開くので、OK をクリックする。 
 
これで指定したメイルが消去されました。もう一度ディスク使用量を確認してみると良いでしょう。 
 
 
ヘルプ 
 
Active!mail の全ての使い方を説明するのは実習にはそぐわないので、後はいろいろ試しながら使いこなす
ようにしてください。住所録の設定や、プロフィールの設定をすることで、徐々に使い勝手がよくなってい
くことが判ると思います。 
 
たいていのコンピュータソフトと同じように、Active!mail にも help があります。画面右上、メール受信
ボタンなどの右端に、  というボタンがあります。ここをクリックしたり、あちこちの画面に現れる  と
いうアイコンをクリックすることで、使い方の説明が少しずつ現れます。必要に応じて参照してください。 
 
それ以外にも、京都産業大学の Web ページの「情報サービス」のページにある、「サポート」ページ、 
http://www.kyoto-su.ac.jp/ccinfo/network_service_1.html 
に「4. 電子メール」として Active!mail のマニュアル「Active!mail2003 の使い方」があります。一般に
「添付ファイル」と呼ばれる、例えば Word 文書ファイルを相手に送る方法などについての記述がありま
す。 
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